
国
が
示
し
て
い
る
目
標

　
国
は
、
精
神
疾
患
に
よ
り
休
職
す
る
教

職
員
の
増
加
や
教
員
志
願
者
の
減
少
の
要

因
と
し
て
、
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
在

校
等
時
間
や
上
限
時
間
を
示
し
て
い
ま

す
。

◆
上
限
時
間

○�

１
カ
月
の
時
間
外
在
校
等
時
間
を
45
時

間
以
内
に
す
る
こ
と

○�

１
年
間
の
時
間
外
在
校
等
時
間
を

３
６
０
時
間
以
内
に
す
る
こ
と

◆
達
成
目
標

　
令
和
11
年
度
ま
で
に
、
１
カ
月
の
時
間

外
在
校
等
時
間
を
平
均
30
時
間
程
度
に
削

減
し
、
時
間
外
在
校
等
時
間
が
80
時
間
を

超
え
る
教
職
員
を
早
急
に
な
く
す
る
こ

と
。

（
※
時
間
外
在
校
等
時
間
と
は
、
正
規
の

勤
務
時
間
以
外
に
学
校
で
勤
務
し
て
い
る

時
間
の
こ
と
で
す
）

釜
石
市
の
状
況
と
課
題

　
現
在
、
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
が
課
題

援
員
等
の
人
材
配
置
、
会
議
や
研
修
の

見
直
し
な
ど
、
業
務
の
効
率
化
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
改
善

が
必
要
で
す

釜
石
市
の
目
標（
３
年
間
）

　
市
は
、
国
の
目
標
を
踏
ま
え
、
次
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

◦�

１
カ
月
時
間
外
在
校
等
時
間
が
月
80
時

間
以
上
の
教
職
員
を
「
ゼ
ロ
」
に
し
ま

す
◦�

１
カ
月
時
間
外
在
校
等
時
間
が
月
45
～

80
時
間
の
教
職
員
を
〈
表
１
〉
の
数
値

か
ら
毎
年
５
％
ず
つ
減
ら
し
ま
す

◦�

全
教
職
員
の
年
間
の
時
間
外
在
校
等
時

間
を
３
６
０
時
間
程
度
に
し
ま
す

◦�

高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合
を
５
％
以
下
に

し
ま
す

◦�「
働
き
が
い
」
を
感
じ
る
教
職
員
の
割

合
を
90
％
以
上
に
し
ま
す

主
な
取
組
内
容

　
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
て
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◦��

校
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ま
す

◦��

標
準
を
大
き
く
上
回
る
授
業
時
数
や
行

事
を
見
直
し
、
ゆ
と
り
を
生
み
ま
す

◦��

中
学
校
部
活
動
に
指
導
員
を
配
置
し
ま

す
◦��

勤
務
時
間
外
は
留
守
番
電
話
で
対
応
し

ま
す

◦�

市
内
全
小
中
学
校
の
夏
季
休
業
中
に
一

斉
閉
庁
日
を
設
け
、
ま
と
ま
っ
た
休
み

を
取
り
や
す
く
し
ま
す

◦�

学
校
運
営
協
議
会
を
利
用
し
、
学
校
で

必
要
な
支
援
や
地
域
と
の
協
力
体
制
の

構
築
に
向
け
た
協
議
を
進
め
ま
す

◦�

苦
情
や
過
度
な
要
求
な
ど
、
学
校
で
は

対
応
が
難
し
い
場
合
は
、
市
教
育
委
員

会
が
対
応
し
ま
す

市
民・保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
は
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
教
育
を
届
け
、
学
び
の
質

を
守
る
た
め
の
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

　
市
民
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
校
と
市

教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
プ
ラ
ン
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
学
校
と
市
教
育
委
員
会
が
行
う

取
り
組
み
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
中
学
校
で
は
、

時
間
外
在
校
等
時
間
が
多
い
教
職
員
の
割

合
が
高
い
状
況
で
す
。

〈表１〉
釜石市内小中学校における
時間外在校等時間の状況

（令和7年4月から12月までの月平均）

月45時間から
80時間未満の
教職員の割合

月80時間以上の
教職員の割合

小学校 20.8％ 0.35％
中学校 36.6％ 3.00％

○�「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
と
言
わ
れ
て
い
る
、

時
間
外
、
休
日
労
働
が
80
時
間
を
超
え

る
教
職
員
、
ま
た
は
直
近
１
カ
月

１
０
０
時
間
を
超
え
る
教
職
員
も
見
ら

れ
ま
す

○�

こ
れ
ま
で
、
校
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
支

教 育
広 報

教職員の働き方改革プラン教職員の働き方改革プラン
（2026〜 2028）を（2026〜 2028）を
スタートしましたスタートしました

「若葉教室」

働き方改革プランのHP

若葉教室関連HP

　
市
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
を
届
け
る
た
め
、
教
職
員
が
健
康

で
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
２
０
２
６
年
度
か
ら

２
０
２
８
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
期
間
と
す
る
「
釜
石
市
立
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
働

き
方
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

■ 学校に通うことが難しいときは
　子どもたちの中には、さまざまな理由で登校を渋ったり、学校に通う
ことが難しくなったりすることがあります。そのようなときには、一時
的に学校以外の場所で、安心できる環境で過ごすことが大切です。

■ 若葉教室とは
　「若葉教室」は、学校以外の場所で、その子に合った学習や好きな活動に取り組みながら、
心のエネルギーの回復を支援する教室です。
　今年度から、旧鵜住居幼稚園で開設しており、落ち着いて過ごせる環境を整えています。

■ 支援体制の充実
　今年度から、家庭を訪問して支援を行う「アウトリーチ型支援員」を配置しました。
　一人一人の状況に応じた、きめ細かな支援が可能となっています。

■ 相談先
　詳しくは、下記の連絡先または児童・生徒が在籍している学校へお問い合わせください。
　見学や体験利用も可能ですので、気軽に相談ください。
　なお、「若葉教室」は「教育相談室」も兼ねており、さまざまな相談も随時受け付けています。

【受付】　若葉教室（鵜住居町13-103-1（旧 鵜住居幼稚園））　☎28-1733
　　　　市教育委員会 学校教育課　☎22-8833
　　　　※祝祭日・休日を除く月～金曜日　９時～15時

問い合わせ
市教育委員会 学校教育課

☎22-8833

学校に通いづらい子ども
たちを支える学びの場

122026.7.15広報かまいし13 2026.7.15 広報かまいし


